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沢
庵

宗
彰

に
お
け
る
自

己
に

つ
い
て

笠

井

哲

沢
庵
宗
彰

(
一
五
七
三
-
一
六
四
五
)
の
思
想
を
問
題

に
す

る

場

合

に
、
従
来

「
剣
禅

一
如
」
の
み
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
確
か
に
彼
に
は
、
柳
生
宗
矩

(
一
五
七
一
-
一
六
四
六
)
に
与

え

た

『
不
動
智
神
妙
録
』
と
い
う
書
が
あ
る
。
こ
の
書
は
新
陰
柳
生
流
剣

(
1
)
術

の
み
な
ら
ず
、
柔
術
や
槍
術
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
江
戸
時
代

に
お
け
る
武
芸

の
バ
イ
ブ
ル
的
な
役
割
を
果
し
た
だ
け
で
な
く
、
夏
目

漱
石
の
よ
う
な
明
治

の
作
家
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
の
で
、
沢

庵
を

「
剣
禅

一
如
」

の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
私
が
本
稿

で
考
察
す
る
の
は
、
「剣
禅

一
如
」
の
思

想

的

基
盤
、
禅
僧
と
し
て
の
彼
本
来
の
思
想
は
如
何
な
る

も

の

で
あ

っ
た

か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
沢
庵
が
達
磨

の
作
と
伝
え
ら

れ
る

『少
室
六
門
集
』

の

「第
四
門
安
心
法
門
」
を
提
唱
し
た
書
で
あ

る

『
安
心
法
門
』
を
中
心
に
、
『
不
動
智
神
妙
録
』
、
『
太

阿

記
』
等
も

参
照
し
な
が
ら
、
彼

の
思
想
の
核
を
探
り
た
い
と
思
う
。

沢
庵

は
、
彼
の
生
涯
に
お
け
る
籔
難
を
…媒
介
と
し
て
、
「我
は

我

な

り
」
と
い
う

「
自
己
」
の
主
体
性
を
確
立
し
て

い
っ
た
こ
と
を
、
晩
年

の
あ
る
書
簡

に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
う
い
う
沢
庵
に
と

っ
て
は
、

「自
己
」
及
び

「
我
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
中
心
問
題
と
な
る
。

ま
ず
、
彼
は

『安
心
法
門
』
に
お
い
て
、
「
真
」
と

は

「自

己
」
で

(2
)

あ
り
、
「
自
己
」
と
は

「
心
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の

「
心
」
に
は

「
真

心
」
と

「妄
心
」
と
が
あ
る
が
、
真
実
の

「
自
己
」
と
は

「
真
心
」
で

あ
り
、
「
自
性
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「我
」
を

「真
我
」
と

「妄
我
」
と
に
分
け
て
い
る
。

「妄
我
」
と
は
、
地

・
水

・
火

・
風
の

「
四
大
」
が

「仮
合
」
し
た
我

々
の
身
体
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て

「真
我
」
と
は
、
「
妄
身
の
内
の
一
真
主
」
で
あ

っ
て
、
絶

対

的

な
主
体
と
し
て
の

「自
己
」
と
い
う
こ
と
が
で

き

る
。
さ

ら

に

「
妄

我
」
と
は
、
妄
執
分
別

の
主
体
と
し
て
幻
想
さ
れ
る
個
人
的

・
実
体
的

な
自
我
で
あ

っ
て
、
こ
の

「妄
我
」
の
た
め
に
、
人
は

「
道
」
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

同
様
の
こ
と
が

『
太
阿
記
』
に
お
い
て
も
説

か
れ
る
。
沢
庵

は
こ
の

書
で
、
「我
」
を

「真
我

の
我
」
と

「人
我
の
我

」
と
に
区
別
し

て

い
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る
。
「
人
我

の
我
」
が
個
別
的
な

「自
己
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
h
真

我

の
我
」
と
は
、
「天
地
未
分
巳
前
、

父
母
未
生
巳
前
」
、
つ
ま
り
あ
ら

ゆ
る
思
惟
分
別
以
前

の
普
遍
的
な

「
自
己
」
で
あ
り
、

一
切
衆
生
に
備

わ
る

「
仏
性
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
兵
法

を

例

に

と
っ
て
、

「敵
、
我
を
見
ず
」
と
い
う
場
合
の

「我
」
は

「
真
我
の
我
」
で

あ

っ

て
、
「人
我
の
我
」
、
個
人
我
で
は
な
い
と
す
る
。
「
人
我

の
我
」
は
、

人
が
容
易

に
見
抜
く
の
で
あ
る
が
、
「真
我
の
我
」
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
る
人

は
稀
で
あ
る
。
さ
ら
に

「我
、
敵
を
見
ず
」
と
は
、
自
分
は

「
人
我
」

に
よ
る
物
の
見
方
を
し
な
い
の
で
、
敵

の

「人
我
」
に
よ
る

兵
法
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
敵
を
見
ず
」
と

い
っ
て

も
、

目
の
前
の
敵
を
見
な
い
の
で
は
な
い
。
敵
の
姿
を
見
な
が
ら
、
そ
の
兵

法
を
見
よ
う
と
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
妙
用
が
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に

「自
己
」
を
捉
え
た
沢
庵
は
、
自
己
と
物
と
の
関
係

を
如
何
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は

『
安
心
法
門
』
に
お
い
て
、

自
己
が
あ
る
か
ら
、
自
己
に
対
す
る

「万
法
」
が
あ
る
と
し
、
「
万
法
」

は
皆

「
心
」

の
所
産
で
あ
る
か
ら
、
「
三
界
」
は
す

べ

て

「唯
心
」
の

所
産
で
あ

る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
が
生
死
輪
廻
す
る
欲
界
、
色

界
、
無
色
界
の

「
三
界
」
は
、
す
べ
て

「
心
」
の
現
わ
れ
で
あ

っ
て
、

「
心
」
を
離
れ
て
別
に
事
物
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
存
在
は
、
根
源
的
に
は

「
心
性
」

の
現
わ
れ
で
あ
り
、
「
心
性
」

こ
そ
最
高

の
実
在
な
の
で
あ
る
。

沢
庵
に
よ
れ
ぽ
、

一
切
の

「
法
」
を
見
る

「
心
」
は
、
」外
界
の
為
の

を
分
別
す
る
心
、
無
数
の
煩
悩
、
実
体

の
な
い
虚
妄
の
心
で
あ

っ
て
、

「
本
心
」
、
「自
性
」
で
は
な
い
。

一
切
の

「法
」
を

見

る

の

は
》
皆

「
妄
見
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
誤

っ
て
、
向
こ
う
側
に
分
別
し
て

見
る
の
で
あ

っ
て
、
夢
を
見
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
だ
が
い
つ
も
決

っ
た
夢
と
い
う
も
の
は
な
い
。
起
き
て
い
る
時

の

「見
聞
知
」
が
念

の

上
に
残

っ
て
夢
と
な
る
。
こ
れ
は
、
縄
を
蛇
と
見
間
違
え
る
よ
う
な
も

の
で
、
「
遍
計
所
執
性
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沢
庵
の
考
え
は
唯
心
的
で
あ

っ
て
、
彼

に

お

け

る

「
自
己
」
と

「物
」
と
の
関
係
は
、
「自
己
の
心
」
と

「
物
」
と

の
関

係
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
沢
庵
は
ま
た

「
万
法
歴
然
」
と
い
う

の
で
あ
り
、
万
物
の
存
在
そ
れ
自
体
は
認
め
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

つ
ま
り
彼
は
、
物
の
存
在
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
「
心
」
と
の
関
係
に
お
い
て
在
る

「物

」
の
姿
を
否
定

し

た

の
で
あ
る
。
我

々
は
、
す
べ
て
の
人
が
同
じ
世
界
に
生
き
て
い
る
よ
う

に
考
え
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
各
個
人
の
生
き
る
世
界
は
、
各

々
の
関
心

と
の
関
係
に
お
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
関
心
の
下
で
、
自
己
の

関
心
を
持
つ
人
や
物
の
自
己
と
の
関
係
に
お
け

る
有
様
に
、
我

々
は

一

宣
三

憂
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
沢
庵
は
、
人

は

「
万
法
」
に
迷
う
の

で
は
な
く
、
「縛
」
に
迷
う
と

い
う
。
た
と
え
真

実
を
知
り
、
迷

妄

を

破

っ
て
も
、
な
お

「真
」
が
残
る
。
す
る

と

そ

の

「真
」
が

却

っ
て

「
心
」
を
縛
る
。
こ
の

「
縛
」
が
解
け
れ
ぽ
、

物
事
に

「自
由
」
に
な

る
の
で
あ
る
。

沢
庵
宗
彰
に
お
け
る
自
己
に
つ
い
て

(笠

井
)
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沢
庵
宗
彰
に
お
け
る
自
己
に

つ
い
て

(笠

井
)

以
上
の
よ
う
に
沢
庵
は
、
人
間
を
束
縛
す
る
最
後

の
も

の

は
、
「
万

物
」
で
は
な
く
て
、
「自
己
」
で
あ
り
、
「
自
己
の
心
」
で
あ
る
と
考
え

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己
の
心
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
、
自
己
と
は
何
か

を
求
め
る
彼

の
思
想
は
、
自
由
と
は
何
か
を
求
め
る
思
想
で
あ
る
と
い

い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

沢
庵
は
唯
識
の
理
論
に
立
脚
し
て
、
「識
」
と
は

「
心
王
」
で
あ

る

と
い
う
。
「
心
王
」
は
、
心
が
認
識
対
象
の
す
べ
て
を
ま
と
め
る
働

き

な
の
で
あ
る
。
な
お
、
身
心
関
係
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
心
が
身
体
を

支
配
す
る
生
活
と
身
体
が
心
を
支
配
す
る
生
活
と
を
対
比
さ
せ
て
、
人

間
を
永
遠
に

「
六
道
」
の
輪
廻
に
沈
倫
さ
せ
る
後
者
に
対
し
て
、
そ
の

輪
廻
か
ら
解
脱
さ
せ
る
前
者
の
道
を
説

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
彼

は
、
心
の
有
様
を

「有
心
」
と

「無
心
」
と
に
対
比
さ
せ
て

い
る
。
「
有
心
」
と
は
心
に
物
を
留
め
る
こ
と
で
あ
り
、
「無
心
」
と
は

心
に
物
を
留
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
不
動
智
神
妙
録
』
で

は
、
こ

の

「
有
心
」
は

「
妄
心
」
で
あ
り
、
「
無
心
」
は

「
本
心
」
で
あ
る

と

い

わ
れ
る
。
「
無
心
」
は

「
心
」
が

一
箇
所
に
固
定
し
な
い
で
、
全
身

に

行
き
渡
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
自
由
な
働
き
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
安
心
法
門
』

に
お
い
て
は
、
認
識
論
的
観
点
か
ら
、
人
は

「空
」

の
立
場
を
守
り
、
し
か
も
そ
の

「空
」
に
留
ま
ら
な
い
よ
う

に
す

れ

ば
、
「見
」
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
な
る
こ
と
が
で
き

る

と
す
る
。
沢
庵
は
、
こ
の
自
由
の
問
題
も

『太
阿
記
』
に
お
い
て
は
、

(3
)

武
芸
を
例
に
と

っ
て
述
べ
て
い
る
。
「真
我
」
に
よ
る
兵
法
を
使

う
達

人
に
と
っ
て
は
、
相
手
を
活
か
す
も
殺
す
も
自
由
自
在
で

あ

る

と

い

う
。
と
ら
わ
れ
の
な
い
自
由
な
境
地
の
人
が
、

こ
の
理
に
至
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
の
境
地
を
得
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

日

常

の
立
居
振
舞

の
う
ち
に
も
、
油
断
し
て
工
夫
を
怠
る
こ
と
な
く
、
絶

え
ず

「自
己
」
に
立
ち
返
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
う
い
う
工
夫
を
続
け
て
行
く
う
ち
に
得
ら
れ
る

「太
阿

の
名
剣
」

と
は
、
実
は

「心
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
心
」
は
、
「
不
生
不
滅
」

で
あ

っ
て
、
「
本
来
の
面
目
」
す
な
わ
ち

「本
来
的
自
己
」
と
い
う

こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沢
庵
に
と

っ
て

「
自
由
」
を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
の

ま
ま

「
自
己
」
を
求
め
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

1

拙
論

「孫
子
の
兵
法
と
新
陰
柳
生
流
兵
法
」
、『武
道
学
研
究
』
第
21
巻

第
1
号
、
(日
本
武
道
学
会
、
昭
和
63
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2

沢
庵
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て

『沢
庵
和
尚
全
集
』
、
(同
刊
行
会
、
昭

和
5
年
)
に
拠
る
が
、
一
々
の
頁
数
は
省
略
す
る
。

3

拙
論

「『相
ぬ
け
』
の
思
想
に
つ
い
て
」
、『倫
理
学
』
第
7
号
、
(筑
波

大
学
倫
理
学
研
究
会
、
平
成
元
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
V

沢
庵
、
自
己
、
自
由

(筑
波
大
学
大
学
院
)
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